


















































































































は前行（644）にもあり、7 歳のときに arrephoros を勤めたと言ったあと





















ἑπτὰ μὲν ἔτη γεγω῀σ᾿εὐθὺς ἠρρηϕόρουν·
εἶτ᾿ἀλετρὶς ἦ δεκέτις οὖσα τἀρχηγέτι·
κᾆτ᾿ἔχουσα τὸν κροκωτὸν ἄρκτος ἦ Βραυρωνίοις·
κἀκανηϕόρουν ποτ᾿ οὖσα παῖς καλὴ᾿χουσ᾿
ἰσχάδων ὁρμαϑόν·
新訳の底本の読み：
ἑπτὰ μὲν ἔτη γεγω῀σ᾿εὐθὺς ἠρρηϕόρουν·
εἶτ᾿ἀλετρὶς ἦ δεκέτις οὖσα τἀρχηγέτι,
καὶ χέουσα τὸν κροκωτὸν ἄρκτος ἦ Βραυρωνίοις·
κἀκανηϕόρουν ποτ᾿ οὖσα παῖς καλὴ᾿χουσ᾿
ἰσχάδων ὁρμαϑόν·
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　テキストの比較から、訳の違いが 645 の冒頭の句 κᾆτ᾿ ἔχουσα (καὶ εἶτα 
ἔχουσα) と καὶ χέουσα の違いから生じたものであることは一目瞭然だ。前
者では κᾆτ᾿ (=καὶ εἶτα) と前行の εἶτα が繰り返されているゆえ「次に」「そ
れから次に」と訳された（その結果、「熊乙女」の年齢は 10 歳よりも上の
印象を与えている）。後者には εἶτα はなく、「そして」と訳される καί だけ
が置かれている。また、そのあとに続く分詞（前者では ἔχουσα、後者では
χέουσα）が「着る ἔχω」と「脱ぐ χέω」といった正反対の訳の原因となった（5）。




　実は、645 の κᾆτ᾿ἔχουσα にせよ καὶ χέουσα にせよ、これらの読み
は後代の研究者が施した修正である。Ly. を伝える中世写本群の読みは、






たちの歌は strophe—antistrophe の関係を構成しており、よって 623 と
645 とは対応関係にあるゆえ、623 の韻律の形は 645 でも認められねばなら
ない。623 は長・短・長の音節で開始されており、645 においても同様な長
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短の組み合わせが予想される（7）。しかし R 以外の写本が伝える κατέχουσα
はこの組み合わせを満たさず（短・短・長となってしまう）、明らかにおか





は Ellebodius）によって提唱された。それが κᾆτ᾿ἔχουσα である。καί と 
εἶτα の crasis した形 κᾆτα はアリストパネスの詩行に散見される（9）。それに 
ἔχουσα（κατέχουσα の前置詞部分を取っ払った形だ）を続けて κᾆτ᾿ἔχουσα
を作った。こうすることで韻律上の問題は解決される。また、中世写本にお
いて κᾆτ᾿＋ἔχω が κατέχω と誤写されてしまう例があることも（10）、この修









れた娘たちで、10 歳より上でなく 5 歳より下でもない」とあり、この記事は、
そのまま Suda の項目 3958 に載せられている。scholion あるいは Suda に
明示される‘年齢制限’＝ 5 歳以上 10 歳以下が正しいとするなら、arktos の
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え、R の伝える καταχέουσα を採用すべき、という見解を提案したのは C. 
Sourvinou である（13）。彼女の着眼点の秀逸なところは、神話学で言うとこ
ろの ritualist 的な立場をとりながら、Ly. 645 とアイスキュロスの悲劇『アガ
メムノン』（以下、Ag.）239 との比較対照の可能性を明らかにしつつ、両行
の抱える問題を一気に解決して見せたところにある。Sourvinou は Ly. 645




































6. 　⇒ Ly. に残るブラウロニア祭への言及において、老女が誇るのは、
その祭りのクライマックスにおいての行為であり、R の読みを採用す
るなら、それは確かに「サフラン染めの衣を脱ぐ」ということになる。
　こうして、Ag. 239 を持ち出すことによって（legomena のクライマック
ス）、Ly.  645 の読みが確定され、今度は Ly. 645 を持ち出すことによって











―彼女の説を受け入れた上での Stinton の emendation ＝ καὶ χέουσα に
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よって解消が施され、より Ag. 239 行の詩行に近づいた字句へと修正され
た（22）。1987 年に出版された Henderson のテキストでは早速、Stinton の
修正が採用された（23）。1990 年に刊行された Sommerstein のテキストで
は、Sourvinou の提案を受け入れ、Brunck 以来顧みられなかった R の読み







































20 世紀初頭に唱えた仮説の影響は大きい。彼は通過儀礼が 3 つの儀式、す







ephebeia 制度が Gennep の言う通過儀礼構造と同じ構造を呈しているのを
根拠にして、その起源が通過儀礼にあるのを明らかにしようとした（33）。人









考で問題とされている「脱ぐ」－「着る」は、3 つの祭儀構造の 2 番目の祭儀
である rites of transition の特徴として紹介される事象と関連する。rites of 



























ア伝説にも、Gennep の構造をあてがうことは可能だ。「家 = アルゴスを離























ぐ」に軍配を上げたくなる。しかし、Ly. 645 への scholion にあるブラウロ































































ず、そのモデルの候補者として、64 年間を祭司として勤め、390 － 360 年
の間にその任を終えた、Athena Polias の司祭―Athena Nike の司祭より









































































































































































200 年ころとされる。特に前 2 世紀の初めに図書館長になった Aristophanes 
of Byzantium の校定本が一つのスタンダードとなったようだ。彼がアリス













 （4） 旧訳は 19 ～ 20 世紀初頭にかけて出版されたテキストを、新訳は 1980 年代
以降のテキストを使用している。
 （5） ἔχω と χέω にこのような意味があるのは、LSJ （ ἔχω II3、χέω II4）によって
確認できる。
	 （6） ただし Brunck のテキストには R の読みである καταχέουσα が印刷されてい
る。
 （7） この行の韻律形は trochaic tetrameter catalectic (Parker, p. 373). White 
(p. 85) は、645 の出だしを κᾆτ᾿ἔχουσα として韻律を整えているが、Parker
（p. 373）は、R の読み καταχέουσα を採用している 。
 （8） Brunck は、Sourvinou らとは異なる視点から、R の読みを採用している
（Brunck, 645 への注を参照のこと）。
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 （9） 例えば、Ach. 29, 486、Av. 103 など。
 （10） Henderson, comment ad loc. 例 え ば『 蛙 』1440 の κᾆτ᾿ ἔχοντες は
κατέχοντες と記す写本がある、と言う。他に、Leeven、 Av. 1456 および
Ly.  645 に関する注を参照のこと。
 （11） 例えば、Coulon、 Hall・Geldart、Leeuwen、Rogers らの諸テキストは、
みな Bentley の修正を採用している。
 （12） Lloyd-Jones は、この年齢制限を厳密に考える必要性に疑問を投げかけてい
る（Lloyd-Jones, p. 92）。
 （13） Sourvinou (1)。
 （14） エウリピデス『タウリケのイピゲネイア』1462–4．
 （15） Paus. 1, 33, 1







は Faraone (pp. 58f.）に認められる。
 （17） ムーニキアとブラウロンで行われていたアルテミスの祭儀に関する縁起譚
とイピゲネイア伝説との類似構造についてはよく指摘されるところである
（Faraone, p. 59 の表を参照のこと）。
 （18） 例えば、Dowden（p.105）、Doherty (pp. 80–91）。
 （19） Fraenkel は、イピゲネイアがここで自らの意思で衣を脱いだ、と強調する
が（vol. II, p. 138）、Lloyd-Jones は羽交い絞めされていた者が、衣を脱ぐこ
とはできない、また王女としてふさわしくない振る舞いをアイスキュロスが
詩行に刻むはずがない、と否定的見解を述べている（CR n. s. ii, 1952, P. 135）。






 （21） Sourvinou はここで言及されている 4 つの儀式のうち、イニシエーション的
起源をもつもの＝arrephoros と arktos と、そうではないと思われるもの＝




 （22） Stinton。ただし arkhegetis がアテナを指すのか、アルテミスを指すのかに
関しては Sourvinou と意見が分かれている。Stinton の修正から、Ly.  645 を
Ag. 239 からの借用された詩行とみなす向きもある（Bremer, pp.154f.を参照
のこと）。
 （23） Henderson, Aristophanes’ Lysistrata, Oxford, 1987。ただし、645 の注に
おいて、κᾆτ᾿ἔχουσα の読みも捨てがたいとは述べている。
 （24） Sommerstein, Lysistrata, Warminster, 1990.
 （25） Wilson, Aristophanis fabulae tomus 2, Oxford, 2007.
 （26） Brelich（第 2 章）。
 （27） Sourvinou (2).（ブラウロニア祭に関しては p. 175 に詳しい）。
 （28） ここに登場する 4 つの儀式、そのすべてが少女のイニシエーションと関係が
あるとする主張は、現在では影を潜めている。特に aletris と kanephoros
はイニシエーションとの結びつきが希薄であるとする意見のほうが強い。た
だ、arrephoros と arktos は少女イニシエーションと結び付けられて説明さ
れるのが当たり前のようだ（Burkert (2), p. 151 および p. 264、Burkert (3), 
p. 75 etc. を参照のこと。ただし、Parke は arrephoros に関して、通過儀









ある（Faraone, pp.  61f.）。
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 （29） Sourvinou (3), p.  68 を参照のこと。
 （30） Burkert (2), p. 260 を参照のこと。
 （31） Dillon, p. 234、 Doherty, pp. 91-4 を参照のこと。結婚を控えた時期の女性
たちとアルテミスの関係に関しては、King の論考が参考になる。
 （32） Suda の記事―「アテナイ人たちは女神（アルテミス）のために熊を演じない
うちは、パルテノスたちは夫と生活を共にする（synoikizein）ことはできな
い、と決めた」、L の scholion の記事―「結婚前にパルテノスたちは熊の真
似をして、サフラン染めの着物を着ながら神殿の世話をしなければならない
と、アルテミスは命じた」
 （33） Vidal-Naquet, pp.147-162.
 （34） Burkert (1), pp. 83-94.
 （35） 例えば、エポロスの伝える少年愛的性格を持ったクレタ島の制度も、
Gennep のイニシエーション儀礼の構造が認められるとされ、その枠組みの
中で解釈されたが (Burkert (2), p. 261 を参照のこと）、それに異を唱えてい
るのは Dover である（Dover (3)）。またイニシエーション儀礼に関する研究




 （36） Burkert の言う「少女の悲劇神話」はこうして通過儀礼と関連付けられた
（Burkert (4), pp. 69-79）。






Burkert は断じているが（Burkert (1), p. 91）、その根拠として注目している
一つの事象が若者の脱衣行為である。
 （38） 動物への変容、あるいはその意味に関しては、Dowden, pp. 106-112、
Doherty, pp. 96–99 を参照のこと。
 （39） Burkert (2), p. 261、および Lloyd-Jones, p.94 を参照のこと。
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	（42） 『平和』870ff. この箇所の scholion は娼婦とブラウロンの縁について言及し
ている（Suda 521 も参照のこと）。






	（45） Burkert (3), pp. 97–115 を参照せよ。





Sommerstein は、βραυρωνίοις を 644 に、τἀρχηγέτι を 645 に置いた独自
の読みを提案している。Walbank は Ly. 全体とアルテミスの関係をことさら
に強調したいらしく、641ff. の各儀式をすべてアルテミスと関連付ける論を
展開している。
 （47） Paus. 1, 23, 7
 （48） arkteia によって指示される祭儀は複数あった可能性が強いという意見もあ
る（Faraone, pp. 61f.）。
 （49） パウサニアスの見た像は「タウロポロス」と呼ばれていたようであるが、こ
れがアルテミスの別称であったことは Ly. 447 からも確認できる。その箇
所への scholion には、この名がアテナとも関係することを語っている興味
深い記事が残っている =ἔστι δ᾽ὅτε καί τὴν ᾽Αθηνᾶν οὕτω καλοῦσιν· ὡς 
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Ξενομήδης ἱστορεῖ·
 （50） 「 実在のモデルがいる」という立場を取っている研究者には、例えば、
Henderson (2), pp. 38–41、Sommerstein, pp. 5f.、Macdowell, pp. 240f
がいるが、Dover はこの見解に対して否定的立場を取っている（Dover (1) 







 （52） Lewis, pp. 187–202。lysimakhe ( λυσι μάχη) なる語は、554 に登場する（た
だし、普通名詞）が、アリストパネスがあえてこの語を使用しているのも、リュ
シストラテのモデルとして、Lysimakhe を示唆するためだったのか？
 （53） 同様な見解は、 MacDowell, pp. 239f. にも認められる。





 （56） Dodds, pp. xxiii–xxv を参照のこと。




が scholion の記事と矛盾するとき、 ἔχουσα を活かしながら、かつ、矛盾
を解消するものとして、Hooker の提案する καὶ ἔτι ἔχοσα から作られる
κἄτ᾿ἔχουσα がある ( この読みは、Sommerstein の a. c. に置かれている）。
あるいは喜劇では用例が認められていない―ゆえに、筆者としても推奨する
気はないが― 叙事詩にある καί τεを使った καί τ᾿ἔχουσαも考えられる（「女
だって epic に精通しているのだ」という主張にはなろう）。
 （58） Ly. 271–80。
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 （59） Ly. 102–4.
 （60） Dover (3), pp.100f. および Dover (1), p.159 を参照のこと。
 （61） Lys. 第 1 弁論。夜祭りなどで男の目につく危険性はエウリピデス『イオン』
545f. にも認められる（詳しくは、Dover (3), pp. 209ff. を参照のこと）。
 （62） Th. II, 45.
 （63） 『テスモポリアの女たち』466–501。




 （65） Men. fr. 657K.
 （66） Ly. 708-80. ἄνδρες とは夫なのか、それとも愛人なのだろうか。
 （67） Ly.  155f. この台詞は E. Andr. 629ff. を想起させるものとなっている
（Henderson (2), comment. ad 155–6）。「命乞い」のために裸身（乳）をさ
らすといったモチーフは Ag. 239 に始まり（悲劇においてである）、例えば E. 
Hec. 558–62, Andr, 629ff. にも認められる。Thomson は Hec. 558ff. は Ag. 
239 を模倣した詩行だと断言している（Thomson の Ag. 239 への注を参照の
こと）。
 （68） Dover の言うところを信じるなら「干しイチジク」は penis となる（Dover 
(4), pp. 209f. 特に n. 35 を参照のこと）。Henderson は「干しイチジク」に
penis の意味を認めず、むしろそれを cunt と結び付けるが、喜劇にはその
意味での用例はない、とのことである（Henderson(1), p118, p. 134）。と
はいえ、両者の penis, cunt‘論’はともにそれほど根拠のあってのことで
はない（拙稿「メガラ男の悲哀 Ar. Ach. ll. 719–816 の分析」pp. 100–2 を
参照のこと）。首飾りのような「輪」状のものが cunt の意味を持つこと
については、Henderson(1), p.139 を参照のこと。なお、Henderson は
ἰσχάδων ὁρμαθόν を、rites of sexuality and procreation と関連づけている
（Henderson (2), comment. ad 646–7)。
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